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要旨  

本研究事業（＼帰晃i3年度より：上力隼メま∴／棋鋸描肖発さお二某芙行委Eし会（し協）日田家ブしユ業会う目出木ノ材協同組や  

（財汗＝軒玖珠雄拍釦宣業振興センターム 九州電別棟）人ん分立店 大分県拍雷購読し日揮玖ぷ凋方び）地域産材せず   

用しノた木製誹∃の試汁俳；璧をキJ・い，第童狛司会九州家具ノf表三へ山展Lた「詩…発に甘二7〕＼■けて∴軒軋≠関連業界の技術や   

流通販瀦ノ射〕現況把捉及び今後の方庸一ヒに／〕い〉ご協議すろとブ圭こに専門家を輔幣L．聞達業界に対し 

開催した さらに閑連凝術鋸情報板登七しノご素見見本ぎ亨ナ、森林総合研究所嘗一骨澗査をおこなったb  

教 具  テ：二 「ミ■   

日「畔は摘摘氾∴ 紫ノ志な森林資源を活用した家具製造  

業などの木製㌻⊆，㌔∫製造業や製材業が紫積しラ 地域経済の登  

展に大きく寄与してきたも しかL 養う巨∵不況と  

輸入東食晶げ頼りこなどにより？丁菜出荷鰊は低迷し｝ 地  

域特性√をノ工二かした新た7か務品開発：二股り組む必要に点  

れているp   

そこでタ 天然素材で環境にやさしい今日的な困料rPあ  

るスギ材を用いた木製品鋸開幕を推進するたれ 家具店  

業に代表される地場木製誹一製造業に係わる間近企業や相  

棒及び公的機閲に上る研究会を誤審し仁一掛取含では  

∴ 事業鏑容   

2．号 研究会殿設置  

建具製遷1悠築設計て 木材鉦盲∴ 至曇′軽業幻分攣子、に  

（嫁）鮎転乗こ′′陳山 光夫  永二㌃鰐石蠣／ノ石橋 独次′  

の鱗山滋′′′永兼健一－▼臥撃～撃如来二こ／権藤一窺嘩  
L  

1毯＼等を  
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狸凝■フ㌧」㌢㌻仙タス／輝f敷 L隊終5  
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㈲ワイズワh軋タナ℃義 山 淫づ 眞 治  くコ山チノ王ら血㌢も〉  

九州遊行三協邦夫準教授 岩 野 竣 搾  太うう壌産業科学窪鯖センタr瓜  

（嫁）アイドカ 代表  稟 磨  寧  日日産箋工芸誌師  
Fig，1研究会組織図  

巨＼三g－2 第＝司研究会開倦  

2＜2 研修登及’び批評会寝‘∋開催   

の莞ぶをはじれ製材や家冥製遷莞瀾  

ノ′；、後し7〕ん打抜術を大きな方向とし，そ（ノ」分野し′J鮎j「」家を  

招晒Lた．適／㌻≡■販売〃〕システム研究として謹撰Lた柴原  

清肺はき 潜有償亜量を麒在聴jせるたれ叫郎糾文集び〕プノ  

法論と売れるイ「二画商「－‖j〃）基本コンセプトと†ノて「杜二：‡ぎマぎj  

題解決商品」悩み解決▲「削．い を提案された 

ニれからの東側畑＝孝締とし｝こ′でご郡人∴′：木′首科乍勅  

女 給所教授川井謂登頂∴ 羞  

まノノ  
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柾廿材をもちいてい王∴ 嘉鉦針圭れ∵素材■で富根ンて「二杜卜が  

りをめざ〉う戦略でありち 素材（ノ）粋卜′iミ†狛よな技術も必  

瞥にノなってくる．   

技術的な情報としては，スギ村び〕製材不適揖（軋が畑  

短尺）を小規模積層単板ヲ 丸棒等〔7〕弧㌔1－ヘカ＝」二L．環墳  

やリサイクルを考慮して闇発する事が望去れる．   

2．4 試作品の製作   

2【4．盲 現況把握とテ仰常設定   

L＝」地域の製材業のJ肘丈におい‾こぅ 巨l榊巨†4を〕隼代の建  

築構造対としノて紆計啓 そLてそれに続くビル〉 橋架彗  

刀建設作業での足場・枝の量産が大きなヒーークといえる。  

足場板〔まヲ 合板や納材への代稗が進む「トーで，他鋸活用方  

法を検討すか出足にある．一方ラリL山地域の家具製造業  

は5 家具製作に使用する素材としてその人宰を「掛澤村等  

の輸入材がパめる。しかし輸入堅木の将来的な動「司も考  

慮すると企業としノて地場産材の清備について取り組む必  

要ノ性がでてきている。   

ニグ〕よナな状況で足揚板げ凋㍍各 い幅 ヱ㍑廟m，厚さ  

36育て1町」むさ射甜油壷 を基準とした材料はク［H削祖域  

プ）製材業者にと／Jて容易に製作できる告が終認できた   

そこで， モジニ∵一ル化された材料を鹿本的に使用し〉  

テしマを「広：くて厚い素材の提供5 繊細。鼠厚な杉げ）魅  

力」とLて開発イメ」〈ジを想ン主ごした（野義民き？）   

聞発する試作E杢占は7 公的人二規模施設の什裾類やガーーデ  

ニング設備ヲ ノ学童机′等を検討し，最終的には＝甘け）家具  

製造業が得意とする屋卜勺（プ）テー∴ブルセットヤクナ閑適グ）  

家具を製作する事とした．  

L7ノ「琵）⊥的供給｛紺ノこ轟十7、予プ㌔川〕新たな顔料〉三業シス丁ム  

／〕いて〔7）i況【ずうがあィ′〕上   

に甚聴振興とLてぎ 各儲潮㍍刊ブギ，ヒノキ材を  

活用L／た施策′封′’りこし休的提案がなされたぃそのひ±／〕は 〉  

製購フ 家具）⊥芸，卜駄産業を山J▼．．＼ごLた′宰相射連産業  

のネットリー・ク化とオし一 ダーができな木材パトップ〕販売  

であり7 それらは薄明け車ソニり描鋸粧 イ井野機関の連携が  

パ∨二可／hナノレフ′し、ア、  

⑳／研修会フ－マ 適）又ノ′一浩骨ノシステム山瀬  

㌦ノノヤ′巨る索豆」。                 Jニイニわり序浦  妄言亘ヰ．7、豪5   

講師／ り舞）アイ 十ウ ノ代表取締澱二 莞ノ肝孝 ∴ 

⑳研修会十⊥1 ノ＼ごや環王立にヤ〔玉 ＼商品ノ′〕くr）  

㌦杉を清雄しノた提案家ぷ・＋日月．＝．30   

講師／／武樋野美術ノく′手 数授 森夏生 上〔二  

⑳批1三㌢（‡ミナーーマ「ノ榊、考を活1‡二tノた試作［㌧r】】  三づ号5∴i6   

講師／ 雄にワイズワ、一ク 代表 山ーノ＼運行含 、  

⑳研修会テ）－一マ「カー→ダ」メ、卜で程地直送j  †‖5．2】E4   

L滞納／」川「．、菩形短期／人二手  教授 吉雄1綾彬 氏  

◎研修会ナ・－几マ ㌻ニLj一哉産業と事業閉塞」  一重i5＜⊇。26   

講師／／（抹）ワイズリ」ク 代表 山内眞治＋氏  

⑳研修ご‡テーマ 「ニれから折凍ル拍∴二技術の展望皇ii5．3。ミ0   

講師／ノ；」二都大学 数授川二秀 人 氏  

㌘1g。4 森研修会   Fjg。3 川非研修会  

2。3 調整   

家具に関する情報及び技術情報パ  しノ  

ご以ド〝〕調奄を子Jつた．（蔚‘亘短い警  

く調査先〉  

ぺ邪ほ廃寮頂＝襟家只・巨三本市（東京ヒ、ンダサイト）  

勺ノ昔f2帥⊥「人1板ござ、ニントンコーぺ事封餓づ（マイド∧J∧ムおまゴさか）  

ク郷士j法人 東大「軋軋畳産業毎凝センタい  

り独くノ′▲千川鋸三三人 森ノ終総∴今村究所   

武蔵野美術大学 空間演出デザイン学科  

愈ナ  

′  

軋五島十大学  
Ⅰ青書し上組Cしーノさ他  

m牒∴戸事業のた画  

アイディア横間は ユー一ザ㌧¶ キ、〉一 ワー」∴ 冒机格を墳  

Hとした生活シーンを想定し／タ そしり勺ニ清に必要た家主ミヘを  

阻発するという方髄で行／つた。（訂豆霞。箆）   

ユーザ」－・C′つ設：′三三は，2〔き）〈3む才代こ′F）ニれかレ1狩㌻茂昔購  

人し／ フォー∴∠ユ、ノを考えている う針雷揖 才小甘  

唇とし∴して 欄鋸堰■勘才な杉い魁ノ∴ というテ㌧h一マは ス   

支マiだ。唇 家具見本市調査   汽払5調査報  



ギを却＝二する際卜広ぐて厚い無垢≠ノト村をイメ〉一ジさ守  

るものと推蝕プ冊）建則細字に侭妻；されるLうノ㍍封計で繊  

細なイメし一ジを与えるものとした。   

去た 昨今のアウトドア志向やネット販り｛己も考慮し  

て。素材や技灘ノ〕提臥 し＝出離ぬ甘本村聞達王牒Hて頼  

朝提供ノミーヤフ インターーネ ットを盤て1ヒしたノ′ナ後〝）拍㌢ノ組みも  

ノー＼二田三豊階でij丈り人れる亭主∴J 【  

王「圧 し三  川▲  ド1g12 j雄〃  

無二裾や前処ヂ腑研磨作業が前島になる′竿 

工程ア）調整む容易に行う事ができた。ぼ皇賢二邑3）   

〈巨‡材料の寸法） 

■∴1∵  －，∴ 。i、  

2。丞】3 塗装ヱ程   

近隼5 日黙牒欄ぺ健康志向が消賽戌≠燕ほ沌，傾ご二人さ  

く笥与しており∴家主と・ノを室内で身近に置くもに主  

けい取杵料の選定や製作方法に拷意■㌻か払妻があろ＞ 直  

接触れる妻油処理に関しては特に注意が必要であり  ノ  

回の試≠端亘以卜乃塗料を農本什様としノた これJ汗∴  

有機溶剤を使ずLないで製作すうたゼ㍉ 竹牒㍑圧 し／J  

も身体にやさしい塗料といえる、し絢か縁   

庸一イルフィニッシュ仕上げ、）   

塗料が木材に浸透已∴r表し〔寺子アニ呟膜を′形成L′・タごし ノ  

ニ沌竿竹i二成分の許糾′i三？ごi然塗料クリヤhを使用   

「梨Tt卜†ノ 素卜用崇戻努 L′烹18ジ研磨）後 ド裾′トゝ：L∴一オ  

イ′レを刷色塗りし〉 ウェスでふさ照り鮒禁（笠唇‡招）【てj  

タ 塗り上塗りとして鰍毛塗り）ふ、き取り作業を繰り返一丁）  

〈着色巧j－イルフィニッシュ仕トげ＼   

りj：Cク｝カラー〈チャートで遠点∴J二4色を黄色。   

素地謂墾（霹摘鋸肝 

佃、∠紺然塗料クリート 

磨こト浮鋸持∴「噂モら1 

三、、さ損「ニ作業を練り1短ゾ7j一   

′草木け廿デ 頼北有刺郡糾㍑   

何も塗っていない言うに口然rrごニトトm†乱立し、を†′≠、、′  

釣か箆、ラフテザイ／  

軒■料撃 ヰ鋸鋸がトベンチの模孝  

二／丁‡i   

ラフデザインによる検討Ⅵヰでモシュ＼¶ル嬉開でき  

るもげ〕と家具調で繊細なむくプ）を整理しぎ 必要に応じて牒  

準等で確認作業を冒1た，（訂茎g¢撃）  

】≠7はy ユーザーが組み、r′二てるノックダウン式を基  試作；L  

本的な仕様とした。描人甘が生活スタイルノく部′′即凋較  

りによって白持な組み替えが叶能て鴻パ㌧ ノバ、＼ソを遺訓  

かト項数∴やすさを高琉ていイ烹二ができミ∴ j嚢今 漕入ノミ  

丸棒をざ宜しつご接fゝす；5‡〕〃〕や略しノユ色〔ノ‥クサ  

ド等による方法を取ン〕入れた．揉廃却薄 紆豆g㊤ノ両   

試作品（6アイテム）のう1：J2：アイテム才諒甘材やけま  
ノ＋㍉  

払本の足場兢の寸法材を含めて2樗髄二rラき7′ユニいb さ㌧〕  

）′・各試作ふにお圭一亡妻〕郡村数は痛手釦こ少たご隠成、する字  

い鞠がぶ   

それにより頂材料の供給や在牒菅野  
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H針持・汝針裾計′ト′う  jrigH接や働試  

㌢豆∵雄   一∈乍4L⊥浸√羞ノ＼′ケ′ノ   

トき1  （j ヨ  



2。4血4 試作品   

試作．ir～－（、J‘法はすべて基本形快晴）は，以ト〃6アイ  

テムを製作しと うち2アイテムは，初年度に開発した  

≠）ゾ）をリモデルし アドバイザーーの森氏がデザイン，図  

面を担当したもげ）も製作した。（許孟g。思う～節義g．芝紗）  
鞘ポ肇試作6 簡′17〔）〔jXD5〔jOXモ喜42（血7i  

2。5 商義絶   

凍≠化にぉい－rユし一ザ、一ニー肌ズ〔′「）把揮や販路開拓は  

試作を製作していくし程と拝印書こ行うほうがより効牒二的  

である．ヤ何の研究事業では～ 仮想の企業を想ふし，商  

品のネーミングや商品構成を位置／ 川た。㈲紅汗  

lわ二業♂）初年こ度には｝ ビジュアル展開としノてプ「二＝刃フトギ  

〔り産地という雰囲気を笠丈二戸にしノ，而L指のオリジナル性  

ヤシステム化をイメし一ジした幾何形態を組み合わせてロ  

ニト′し一クを制作七た▲  主た，企業のロゴヤーークやコー「ボ  

レートカラー，商品のブランドに関して同じくマし一クや  

鉦濫での色指定を行／⊃ている．  

駅量g。息5試作三 テーブル馴iOむ×ロ400×‡j35（）mm  

ソファ簾′i800Xj〕780〉く‡∃6ヱ0三nfn  

厨息g。遥感試作2けチエラル）簾’埠司0×鼠う450〉くぎ首t755言n汀i  

（漆註勘俵r4司0×言う490×富者－755互nm  

手ゝig。21商品構成げレ「メー轟ジ  

：箋′ 露薬起考察   

ト∵；チ1二七∴∴ニl∵予ふ   

試作トE，㌔－の批評や事業の方軒性について各講障より意  

見がだされた。それらの意見はプ 試作品ごとに批評シー  

トを作局∴ハ ノ今後ザりモデルや而ふ化の牒考とするため  

に製作捏＼ト㌻へ配車巨」∵雄一壷監¢望慧）   

今回製作↓た試常用一及びそプ埴描1展開のカ蔑烏∴ 掃凍  

Cりアドバイザー∧、による批評会（紆嘉gや望ご電影、孟監ふ望竣）や展ホ会  

での聞き蹟り調査ヲ アンケート調査で多方面プ）意見を聞  

く事ができた。   

それによると試作Lさj左∫の持つ印象は7 一般消費音にとっ  

て好評でありスキ材Ⅵ瀦亘特徴を卜う汁二表現できたとい  

える。ニれきも 鮒京材の質感と幅ノ去で厚めげ〕寸法板りに  

よる重厚さが要因であり ノックダウン式で日面な灘み  

脊スが可たな・上√を）絆細iされてた 

阿鼻監良風？試作  （大）w70nXD230×Hl鋸拇mm  

（小）㌔ち′′て（）（）〉〈m230×H期Onlm  

嘩が針紘作4（ポ椚ド〕「〕1‘ご宮口O※敬’30Xjノほ桝血汀呈  

（フ1二ぎツタJll（）（j米軍ノ200×盲．52（）呈11n▲  

きミig．ま9試作5 テ」1ブル削6∝け汗柑尻け汀；rD抽∬  

粕ぅ′一桑7′4（lXけ15「）〉く∈至675fll汀J  

竺ミり －   



こ．「秦ホ圭   

マリンメッセ福匝でヤニ成i5イ巨1月i5日、1∈う＝の  

2出札 第48国全九州家具展が開催された、礼川に全  

国〃）家具卸や小売店等約2000社げ〕バイヤーーが来場 しノ商  

路やP髭， 商ぷ式場辛糾文集が行われ，2イ＝け上山般に章」  

公開されたこ   

昨年度の試作品と合わせてテし一ブルセット 棚，ベン  

チ類8穫12点を出展しプ「を‡二葉の最終的な情緒収集や月  

mスギのPRも併せて行った＜（訂義変ら慧5 F皇琵亡霊轟）   

他の出展者はj ほとんどが企業ベーースでテストマーーケ  

ティン グ的な試みやスギを素材にして‾腐ふ－j化を行ってい  

るところがなか／〕たびjでき 当ブ」一スは運に興味をひいて  

いた ．展示会事務局の来場者調査にむ木材の持つ利点や  

環境に対する配慮を購入したい動機とL／てあげていたノノ  

が多く，事業のム向性が確認できた。   

大手量販店のバイヤし一との意見交換－ごは5 スギ材刀商  

品数を増やしていきたいとの事であり，農産休静」と価格  

についての要望があったゝ また，都市で町延べ床面積雪  

間取りを考慮した天上高までのラックが提案された．  

4． 憲とめ   

本研究事業ではブ スギ材の欠点である柔らかさを利点  

に換えッ 無垢の材料を特徴とした試作品製作をテ」→マと  

してきた．今後ク それらのリモデルを行うとともに新た  

な地場産材を括用した商晶開発を子Jう必宴がある。   

スギ材が自国において，大量且つ安溝供給できる数少  

ない素材のひとつとして確立するにはいくつかの問題が  

あるがタ ロ出玖珠地域が以巨刀ような木材席地とLての  

大きな取り組みを行／〕ていく事が求始られている。  

（言うスギ材の底地として■の確、⊥′  
⑳ 原木の流通及び乾燥システムの構築  

⑬ スギ材製品がオーダし・∴できるシステムの構築  

⑳ ㌢SC等の認証による産地形成  

（2）スギ材の特徴を想定した加！二技術の研究  

⑳ 接合や積層，変形防」ヒ，自然塗料の活用  

殴 製材不適材の新たな剥片j方法   

鍔沐朝儒闇牒界プ）連携  

⑳ 製材から家具ク j二芸プ 木履製造までぴ）情報交換  

◎ プロデューーサー…を核とした組織づくり  

参考濃蘭  

1）第4鋸可全九州家具展実施軸㌍書  

2）製材読本 横LLJ益美 盲99i松隈印刷（楳）i26－i2〝7  

3）五分県臼田玖珠闇牒瀾定L巨小企業鷺積活性化黎業報   

、・ ▼  

厨量監。望2 批評シー→卜  

酎且g々望3 森批評会  野量g。望堵 岩田批評会  

アンケーート調奄げ〕項臼の中で，家具購入の動機と現在  

購入したい家具のジャンルについて質問したところク 価  

格よりも機能や部屋との調和を重視している事やダイニ  

ングテーブル等のテーブル類を購入希望している車がわ  

かった～ さらに5り才代の家庭においては∴現在特に購入  

したい家具がないという現状も把握できた。これはタ 家  

庭紬こかなりの数の家具やモノが置かれている事が推察  

され，そういった面からも組み替え可能なシステムが購  

入のポイントになる事がわかる．  

F亘g量26 出展ブース  

,13 




